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　ア ）Lミ ； ウム合 金 A5083 つネキは溶薙牲状 良t ）ため に 、最近 で 19名撞 の機鞭 物 ， 持1こ

低温表齡 ど に使用 蝋 る こ とが ＆ 〈 ．ge接継 勃 癬 強度が種嫌 の ら紅 ，凶 が
馳）

，

放 面縢 例 砂 融 ・ ・ こ ご 劇 ・G雑 に 齢 蛤 儼 齢 確 融 馳 慂 ・ 8・・T る引 X リ
，

融 輔 試験で得ら紙 破 面 に っ t〕 て フ ラ 升 ゲラ フ ， 的 に検 討し た結 果 1・ っ 、1 て韃 融 ．
2 実験琺

　拱きeLJVIi　iJ
−
　」工Sハ5083 つ牢鬢で、　その 化 営i成分 1訂約 zF，5，X．卜叺 α6竃で あ b ．表．1 に 12mm 尽 の

繍 壇 盡 に お け る引張 磁 駆 示 す． 齪 熱 た試験 厳 面 脳 厨 麟 で行 ， 農種   実
駈 ら得らn・kto で、潔 勧 ゐ ・ ・♂齲 臨 嫌 甜 る引 張 リ言へ験 暁 麟 即 舗
皴 嫐 験露 翻 ・ ・ る ，図 ） 1・ IS・12，、　． g 。締 の S一職 線 総 ち 破 面 1註 と 。 ，

走査型電顕 （s酬 ）kes、， た 。

5 実驟 果

3・1　引5匿リ破丘b　壁温 の 1湯合 Mlceで 1寸図 2 に示 す よ う に今イ三勲）を起点 と す る直彳弖 5 〜20

v
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余 麟 隙 椀 1訂 膕 ス に起 因 殖 疑5圃 ディ ・ 九 と遅在 ・ 觀 馳 糠 。

一樵 温 。 場
舳 獄 ね 創 勤 8 −2

，
・Ln … ディ 冫 プ ・レ （諏 ％ 劇 が み ら 輪 避 余盛肖ll除斌 で1姻 う に 象

す愈 うに非常に無 徽 癒 フ ァ セ ッ　トと デ ィ 冫 プ rレバ 表…．互 に き殺伝 ぱ 右向 と 平行 砺帯状 k 並

ん で Lつ だロ

3・2 蜘 緬 室温 ・ 場簾 労搬 ・起勲 ♂繍 磁 痴 引 張 1麟 撫 課
約 耐 n 肌 の訂 きず

， 余盛付電継 ・｝で las余 盛止嫌 に ア

図 2　毋 丿け の 引 張 リ破 面　凾 3．　碧差金馬 内 に お 「丁
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・ ダーカ ・
ワ ト艶 余盛削尉 究で 1言舗 金属 の 表 面直下 1・ae　1・

」Ln の 微 、颪 孔 の 浴集し τ ・ぬ 鰍 卜（図4 ）で あ ・ た． こ の こ

と 縞 ＆ 側 勧 イ フ ，し と も 同様 で 紬 ．起 点近 く の 低 d纈 域

に お b で ぱ き製伝 ぱ太向 に 平行 慰 引殺 嚢線 状 の特徴〔，辷 ・｝面

分離 に よ 1

丿形 成 さ kk と淆 え ら れ る徴 か 后凹 凸 の あ 5特微 〔

凰 5 ）が ヰギ料 k ♂ 5 ず み う れに が， 余 盛勘除淑 で は こ の 他 に

溶諸時 に 生ず 喬樹叢状 組織 に冠応 弓 る黼 ．央晶融 解 ［ミ よ 5

伽 廟 れ の掎徴 が観 熟 歳 た 。 △ k が 増鉢 従 。 1 ・ れ ら の

撒 の 面積辛1ざ滅ナ し ス トbf エ
ー

の 冫 の 面 積 軸 次 き く

rg　b 。 砺温 の 場 合 余虧 Fに 伽 気 き｛ 付 rrて姦労ろ瞳 也 同
と こ 3 切 疑 底 に は 弓隱襞 線が み ら da・b が 執 k 餽 く部

分 に マ リ 今 こ！ゴ
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茜6驪 和げ 囲 5 と 同様 で め ） に ・

3．3　ス トラf エ
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シヨ ン 間穩もA と犬ヒカ拡大fi象＆の 奪セ匿⊃

△ K との蘭徐　室温 で
’
議験 し た 12 ・a 叭 愿 の 樹 戊の破 面 で凶

k 製深さ 柏 、
表面 1・　ll・． 繍 向 に 調 べ

，
　 AK と の cak

ぎ図 ワヒ ホ す。 AK は 最終 破 面形 状 β シ 図 中 の
a／2ePt ．ka

39 と し 硬 勧 ぺ
’
鷲 計算に か 1求妖 ・ 図 中 埴 腺

は 気 旧
5）

の デ
ー

勺 で あ δバ 週載 の 課 2 さ向 の ，5 と 階 ぽ
一
致 ．

し ・ LJ ・ コ 。 6・ fO・
“

・1イ
轡 从 比 励 て 1・・eXX ， 鰡 均櫞 椣
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，

d5 に 両萩 で 両 桐 【・ お 峰

る が 異琢 フ て 、） る。

4　結論

　A　50B3 −0該 の 突合也 継 ｝の 望凪 乱 伊 f鼠薀 に お 臆 引 XV ，

寝労破 面 苞 フ う ウ トゲ ラ フ で 的 に囎 し た。

1） 引 張 ・蔽 面 に ［if韻 ，
余 盛で艘 鰤 の 躡合 室温

，
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に お Ll 　 Z ディ ン つ
・

｝レ py
’
　et・られ る hN

・
，室温 の 場 合 規 画 翻 k

St の の 面 積華 は k．・t ・） 。 余 盛削除栽 で な 室温 ，　 is温 で 被

面 の 持徨丈バ 窶な ら。

2） 疲労破 面 で は 喧温 の 場合，勅 料 に よ う ず表面 ，蔵．面 且

下 の 微 小 尽 応 力 集中部 が 宦製 の起 点 と な り
ノ

低 △k二領城で ぱ

遡漱 の 場合 切 面 分離 の 特 微 引裂 無 柴状 の 特往廴．含 麟 亅

除袱 で ms 肋 他 に 樹枝 状 徂織 に 養tた 腸 特徴 微 ・噺 れ 億

どバ観寝さ kh 。高△K領 t銭LH は z トう イ エ
ー

ン ヨ 冫 バ h ら

札 駆 K に 対 し Al9 ・e ・Xi の おハ
鞠

ノ1・ さ り 。
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